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摘  要  

晴乳綱の音歯（ネズミ）目ハタネズミ亜科とネズミ亜科の種数をCorbetandHill（1991）と  

Wilsonand Reeder（1993）で比較した．種数には両者の間に相違があった．ハタネズミ亜科の  

種数と属数について歴史的にMiller（1896）からMusserandCarleton（1993）までレビューを  

おこなった．ヤチネズミ属CJe才ぁわ0乃0クワりS，ビロードネズミ属且0娩e抑0川ツS，コウザンネズミ属  

A眈0由，ハタネズミ属〝gcγ0如s，マツネズミ属乃砂クワり5，およびアカネズミ属4押鹿棚状の地理  

的分布図を提供した．ビロードネズミ属とアカネズミ属の分布パターンは個体群が南北に隔離す  

ることによって生じた種分化の結果であると考えられた．  

多様性の記述としての分類学  

現生の晴乳類において種の多様性の記述としての分類は，現在どのようになっているのであろ  

うか．Corbet and Hill（1991）とWilson and Reeder（1993）は，分類のチェックリストを最  

近，しかも出版時期を近接させて著した（以降の記述では，前者をC＆H，後者をW＆Rと略記  

する）．彼らによると，哺乳類には約4，300種（C＆H）と約4，600種（W＆R）が知られている．  

これは約44，500種の脊索動物門の払ち綺10％を占め，魚類（47％），鳥類（19％），爬虫類（14％）  

につぐ種数であり，両生類（6％）iより盲多い（May，1990；C＆H，W＆R）．   
しかし，これらの種数も分類学の発展とともに歴史的に変化する．W＆Rによれば，1758年の  

リンネの二名法が確立してから，積算レ鞋新種の数は現在までほぼ直線的に増加している（図  

1）．記載された種数を10年ごとに区切って積算した年変化には，彼らは議論していないが4っ  

ほどの山が認められる．第一の山は1758年のリンネの分類システムにより多くの種が記載され  

た段階である．第二の山はヨーロッパの列強が彼らの植民地から種々の晴乳類を持ち帰り，その  

新種記載をおこなった段階である．第三の山てはダーウィンの『種の起源』（1859年）が出版され  

たことによって，種の分類における地理的変異の重要性が認識され，北米ではいろいろな生物群  

の調査がなされた．また，米国のメリアムは農務省生物局を設立し（1905年），野生生物の計画的  

な調査研究を開始した．その前後に，この影響を受けて，米国や英国は世界各地に科学的調査探  

検隊を繰り出した．例えば，英国のベッドフォード公爵の基金は日本・朝鮮および中国産の小暗  

乳類をおもな対象とした探検調査（1905－1912年）をおこなった．最後の第四の小さな山は，分類   
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図1．晴乳類の記載された新種の積算数と10年ごとの種数（WilsonandReeder，1993）．  

学の研究方法に核型や分子遺伝学のような新たな方法を導入することによって，同胞種（sibling  

species）として認識されたり，後に形態的な識別が可能になった段階であろう．   

分類学は新種の記載によって終わるのではない．さらに，変異の研究や新しい研究技術によっ  

て，記載された種や亜種の統廃合をおこない種の分類のレビューをする．C＆HやW＆Rたち  

の仕事は，まさにこの再編やレビューの作業に相当する．   

つぎに，哺乳綱のなかでの寄歯（ネズミ）目について検討する（図2）．蓄歯目の種数は1，793  

種（C＆H）と2，021種（W＆R）であり，有胎盤晴乳類の中で41％（C＆H）と44％（W＆R）を  

占める最も種分化したグループである．つぎに多いのが翼手（コウモリ）目で，977種（C＆H）  

と925種（W＆R）で，それぞれ23％（C＆H）と20％（W＆R）となる．すなわち，W＆Rの方  

がC＆Hより薔歯目の種数が多く，細分化されていることがわかる．これに対して，翼手類では  

種数が多く細分化されているのはW＆RよりC＆Hの方である．ここにも，研究者の分類の考え  

方のちがいによって，種の統廃合の仕方が変わり，さらに種数にも変化が生じる．   

畜歯目では，ネズミ科は1，160種（C＆H）と1，326種（W＆R）であり，音歯目の中で65％（C＆  

H）と66％（W＆R）を占める大きな科である（図2）．その中でもネズミ亜科は457種（C＆H）  

と529種（W＆R）を含み，薔歯目の中の25％（C＆H）と26％（W＆R）を占める．一方，ハタ  

ネズミ重科は130種（C＆H）と143種（W＆R）を含み，薔歯目の中の7％（C＆H，W＆R）を  

占ある．W＆Rの方がC＆Hより筈歯目の種数とともにネズミ科，ネズミ重科やハタネズミ亜  

科の種数も多くなっているので，薔歯目の中での科や亜科の割合はW＆RとC＆H問でほぼ類似  

した数値となる．両重科の種数はネズミ科内で1位と2位を示す．   

属では，ハタネズミ亜科のハタネズミ属〟グc相中Sは45種（C＆H）と60種（W＆R）を含み，  

ネズミ亜科のアカネズミ属Apodemusの種数は14種（C＆H）と21種（W＆R）を含む．したがっ  

て，1属内の種数もC＆HとW＆Rの両者で異なる．ハタネズミ属はハタネズミ亜科内で35％  

（C＆H）と42％（W＆R）であり，アカネズミ属はネズミ重科内で3％（C＆H）と4％（W＆R）   
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図2．C＆HとW＆Rによる哺乳須（Mammalia）のなかでの者歯目（Rodentia），および薔歯目のなかで  

のネズミ科（Muridae），ネズミ亜科（Murinae）およびハタネズミ亜科（Arvicolinae）の種数とその割  

合（CorbetandHill，1991とWilsonandReeder，1993より作成）  

となる．W＆Rの方がC＆Hに比べてハタネズミ属〟ブc和才〝Sの種数が多いのは，前者がマツネズ  

ミ属」巧妙叩Sを含んでいるからである．   

さらに，ハタネズミ亜科内での属数や種数の変化を歴史的に検討する（図3）．Miller（1896）が  

はじめてハタネズミ亜科の分類群の検討をし，その属数は7属であった．その後，ハタネズミ亜  

科のモノグラフを著したHinton（1926）では属数は28属となった．Ellerman（1941）では属数  

はHinton（1926）と同じ28属である．その後いくつかの属は統合され，ほとんどの研究者で約  

20属程度に収束していった．例外鶴叫usserandCarleton（1993）のみである．彼らは以前の  

Ⅰ 研究よりも属数を再び増加させ26たした．その理由は後で述べるZagorodnyuk（1990，1991）の  
影響である．  

ハタネズミ亜科内の種数は，Miller（岬6）では78種であり，Hinton（1926）では未完である  

ため全体の種数は不明である．Ellerman（1941）では全体の種数は約87種となった（約としたの  

は，ある属では種数を明確に述べていないからである）．その後，1980年までは種数は研究者に  

よってほとんど相違はなく100－110前後であ？た．しかし，それ以降は飛躍的に増大している．  

その理由は，それまで同胞種であった種が核型研究などによって細分化されたからであろう． 1   

それでは，属数と種数の関係はどうであろうか（図3）．Miller（1896）では1属あたり平均11  

種（78／7），Ellerman（1941）では3．1種（87／28）；AndersonandJones（1967）では5．8種（105／18），  

GromovandPolyakov（1977）では4．4種（97／22），CorbetandHill（1980）では6．1種（110／18），  

CarletonandMusser（1984）では7．4種（125／17），Honackietal．（1982）では6．4種（128／20），  

Corbet and Hill（1986）では6．1種（121／20），およびMusser and Carleton（1993）では5．5   
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図3．ハタネズミ亜科における属数（破線）と種数（柱状）の合計の歴史的な変化（金子，原図）・   

種（143／26）となっている．文献リストを見るかぎりGromovandPolyakov（1977）では充分  

な文献調査がなされていないとみなせるので考察の対象から除外すると，1945年以降では1属あ  

たり平均5－7種程度である．これに対して，Ellerman（1941）では属数はHinton（1926）と同  

じ28であるが，種を統合し種数を87と極端に少なくしたので1属あたり3・1種と極端に少なく  

なっている．彼の分類がいわゆるランピング（併合主義）であるといわれる所以である・   

ハタネズミ亜科内の主要な属内の種数の歴史的変遷について考えてみる（図4）・米国のAnder－  

sonandJones（1967）やCarletonandMusser（1984），およびMusserandCarleton（1993）  
はマツネズミ属乃砂叩Sをハタネズミ属肋和才〟5に含めるので，彼らのハタネズミ属の種数は  

多くなる．これに対して，ビロードネズミ属且扉ゐe乃0叩5とヤチネズミ属Cgg助イ0犯0叩5の数は  

最近ではほぼ安定しているようにみえるが，もともとこれら2つの属は種数が少ないので，増減  

があってもハタネズミ属ほど目立たないこともある．また，コウザンネズミ属A眈0わやクビワ  

レミング属助川Sわク仰の種数は増えている．これらはソビエト連邦やロシアにおける最近の分  

子遺伝学や染色体研究の成果と思われる．   

以上，多様性を認識する分類学は歴史的にしかも研究者によって変化していることを述べた・   
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図4．ハタネズミ亜科におけるいくつかの属内の種数の歴史的な変化（金子，原図）．  

種の分化と分布との関係  

種の多様性をもたらす種の分化はどのような機構でおこなわれるのであろうか．現在の集団遺  

伝学では，種の分化は集団の遺伝的組成の変化によって生じると考えられている．この変化の要  

因には，①任意交配のずれ，②遺伝子頻度の機会的変動，③突然変異，④移住，および⑤自然選  

択があげられている（大羽，1977）．このうち，野外の種では移住によって分布範囲が変化するの  

で，生息環境にも変化が生じ，それに対応して遺伝的な分化が生まれる．その固有の遺伝的組成  

をもった集団が長く隔離を続ける如にって，種の分化が生じると考えられている・したがっ  

き て，種の地理的分布を知寧ことはiヰのグループの種の分化過程を考える際に種々の示唆を与え  
ると思われる．   

ところで，White（1978）は，種分化q嘩式として13の研究項目をあげている．すなわち，①  
j  

現在の分布に関する詳細な分布図，②過去の分布を示唆する地質・気候的な証拠，③詳細な形態  

学的な記載，④地理的な変異に関する詳細な情報（多変量分析を含む），⑤生息場所やニッチにつ  

いての生態学的な資料，⑥生化学的な多型についての広範な資料，2集団間の対立遺伝子の差異  

の程度，⑦核型の詳細な記載，⑧DNA量，⑨サテライトDNAの塑や量およびその分布，⑩繁殖  
l 期などの季節的な周期，⑪実験的な交雑結果（細胞学的な研究を含む），⑫野外における交雑の情  
報，および⑬何らかの行動的な隔離機構の情報である．さらに，これらの項目以外として北川  

（1991）は，⑭ミトコンドリアDNAの切断部位の比較，⑮相同遺伝子のクローニングによる塩基  

配列の比較，および⑯DNAやRNAの交雑による比較，をあげている．最初の5項目はマクロな  

情報であり，6項目以降がミクロな情報である．   
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したがって，種分化の研究において，現在の分布に関する情報がまず重要であるといえよう．   

つぎに，分布の情報が生物学の他の分野の情報とどのような関連で扱うことができるかを考え  

てみよう．   

第一に，地理的分布は分類学の進展にともなって変更される．例えば，東アジアのヤチネズミ  

属Cね娩わ0乃0プ叩Sとビロードネズミ属＆）娩e乃0川ツSのネズミの分類が変わりその地理的分布も  

変わった（図5と6）．Thomas（1905－1912：この文献についてはKaneko，1990，1992参照）は  

最初に種々のネズミを記載したが，これをHinton（1926）が繁殖活動と年齢組成という観点で整  

理し直した．しかし，サハリン，北海道，本州，九州，および四国産の標本を一括して扱い，個々  

の採集地点を考慮しなかった．結果として，彼は東アジアの大陸やサハリン，および日本列島に  

はタイリクヤチネズミClethrionomys7頑canusのみが分布すると考えた．その後，Allen（1924，  

1940），Ellerman（1941），およびEllermanandMorrison－Scott（1951）は，一部Hinton（1926）  

の影響を受けた分類をし，大陸産の「背が赤いネズミ類（red－backed vole）」をヤチネズミ属  

Clethriono7叩Sに位置づけた．Tokuda（1941）は日本産のヤチネズミC．andeYSO7qiやスミスネズ  

ミC．smithiiをタイリクヤチネズミとは別種としたが，大陸産についてはHinton（1926）にした  

がい1種とした．なお，Tokuda（1941）は日本産のこれらの種についても歯根の特徴を検討せず  

にヤチネズミ属とした．約50年後，Corbet（1978）が分類を改訂し，このネズミ頬の中にはビロー  

ドネズミ属＆〉娩e死0叩Sに含まれるネズミがあることを示した．しかし，個別の標本の吟味が不  

十分であるとともに，識別方法は明確ではなかった．またその分布図も細部の分布が把握できな  

い小縮尺の旧北区全体をカバーした図であった．   

筆者（Kaneko，1990，1992）は従来と同一の研究標本を用い，年齢変異や地理的変異を考慮し  

て，種の識別を明確にした．その分類の結果を分布図に表すと，朝鮮北部や中国東北部，モンゴ  

ル，アルタイ山脈などにおけるタイリクヤチネズミの分布の南限とビロードネズミ属に含まれる  

「背の赤いネズミ類」の分布が明確になった（図6）．   

したがって，正確な分布図を得るためにはさまざまな形態的変異を考慮した分類をおこなうこ  

とが大切である．そのためには各地域の標本を集めておかなければならない．後述することであ  

るが，東アジアの小暗乳類は分布が複雑であるので，地理的変異をふまえた形態的な分類学の研  

究がまだ不充分である．多くの分子生物学的研究は従来の分類の結果をふまえて議論するのであ  

るから，その前に形態的な分類の精度をあげる必要がある．   

第二に，分子生物学的研究と分布との関係をみよう．ヨーロッパ産のハツカネズミ血 研〝5－  

c〟ぉの研究は，晴乳類における種分化あるいは亜種分化研究の雛形とみなすことができ，核型  

や核DNA，およびミトコンドリアDNAの分析の結果が地理的分布図として最終的に表現され  

ている（Boursotetal．，1984；Orsinietal．，1983）．種々の生物学的情報は地図上で統合され，  

つぎの研究への示唆を与える．例えば，Orsinietal．（1983）は島や山における分布を調べ，亜種  

弼微泊扉那が山地塑の分布を示すのに対して，亜種（わ∽β5fオc〟Sは平野やコルシカ島やシシリー島  

という地中海の島に分布することを明らかにした．また，Boursotetal．（1984）では2亜種の分  

布境界と1月の平均気温の線との対応を示唆した．   

第三に，創始原理（founderprinciple）も分布と関連している．創始原理とは，小集団がもと  

の分布地から離れて新たな地域に侵入して隔離される際の集団サイズや遺伝的構成の効果のこと  

である．隔離の結果，遺伝的浮動が起こりやすくなり，また新たな環境への適応に対して多様で  

ない遺伝子給源（genepool）に自然選択がはたらき遺伝的組成が変化することをいう．例えば，   
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Thomas（1905，1908，1909，  
1910，1911，1912）  Hinton（1926）   

Allen（1924，1940）  Tokuda（1941）  

図5．ハタネズミ亜科の東アジアに分布する「背の赤いネズミ（red－backedvole）」の分類の変更にとも  
なう地理的分布の変更（金子，原図）．   
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Corbet（1978）  Kaneko（1990，1992）  

図6・ハタネズミ亜科の東アジアに分布する「背の赤いネズミ（red－backedvple）」の分類の変更にとも  

なう地理的分布の変更（続）（金子，原図）．   

Corbet（1963）はイギリス産のヨーロッパヤチネズミClethriono7りSghlreOlusの上顎第三臼歯紋  

が新しい分布地で形態的な変異を生じていることを報告した．上顎第三臼歯紋は遺伝することが  

知られているが，形態的変化と分子遺伝との対応についてはまだ研究されていない．   

第四に，染色体の研究を検討してみよう．従来は，染色体は単独で研究されることが多かった．  

例えば，薔歯目の分類群ごとの染色体数の頻度分布を検討すると（Matthey，1973），音歯目のう  

ちのリス科は2n＝38に，ネズミ重科は2n＝42と48にそれぞれモードの位置がある．ハタネズミ  

亜科は2n＝36と54にあり，後者2n＝54はハタネズミ属〟グc相加sのモードに相当する．ヤチネ  

ズミ属CJgfぁわ0乃0川ツS，ビロードネズミ属Eo娩β弗0叩S，およびコウザンネズミ属A眈0わは2n＝  

56と一定であり，ハタネズミ属のような変異はみられない．   

染色体数の変化が進化過程でどのように生じてくるかを考えるために，Imaiand Crozier  

（1980）は晴乳類の各分類群における染色体の2n数と染色体の短腕の数から算出したfundamen＿  

talnumberの関係図（karyograph）を作製した（図7）．karyographは2n数によって5領域（I  

lV），fundamentalnumberによってそれらがさらに2領域（aとb），計10領域に分けられた．  

例えば，醤菌類は形態的な分化が大きいのに，karyographの60％はIVbの範囲におさまる（図  

7－A）．また，科においてもネズミ科Muridae，キメゲネズミ科Cricetidae，ホリネズミ科  

Geomyidae，およびポケットマウス科Heteromyidaeは科内の分化が大きいにもかかわらず；  

karyographでは重なった（図7－B）．さらに，晴乳類のいくつかの科内でこのkaryographeを作  

製すると，1つの科内では直線的なパターンになったが，総じて核型と形態的レベルにはほとん  

ど相関はないことがわかった．ここでは，染色体と分布との関連性はまだ議論されなかった．   
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図7．音歯目におけるfundamentalnumber（＝2AN）に対する染色体数2nの関係㈲と醤歯目の各科に  
おける両者の関係（B）（ImaiandCrozier，1980）．図B中，1：キメゲネズミ科Cricetidae，2Aと2B：  
ネズミ科Muridae，3：トビネズミ科Dipあdidae，4：リス科Sciuridae，5Aと5B：ポケットマウス科  
Heteromyidae，6：ホリネズミ科Geomyidae．  

ところが，Zagorodnyuk（1990，1991）は，ハタネズミ亜科内の核型の分化を種の地理的分布  

域と関連させて論議した．従来のハタネズミ属〟グc和お内にいくつかの新属を設けたり，それま  

で亜属であったり，過去には属であったが近年ではあまり用いられていなかった属を復活させた  

りした．彼が研究したハタネズミ亜科は57種であり，その分布図を作成した（図8－A）．Musser  

andCarleton（1993）ではハタネズミ亜科には143種があるので，彼はその約40％を対象にした  

ことになる．彼はさらに種別の地理的分布図から2nが等しい種ごとの出現地点を線で結び，等高  

線と同じ様な「等染色体数線」とでも呼べる図を作成した（図8－B）．図中，ヨーロッパ大陸の西   
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経10度から東経40度，北緯35度から70度の範囲を5度ごとの方形に切り（図中の破線部分），  

その区画内における緯度別2nの表を作成した（区画数の最大は10となるが，半島などがあるの  

で実際はそれよりも少なくなっている）．すると，1区画当たりの2nの平均値と出現する種数の  

平均値は，緯度の増加にともない減少する傾向を示した（表1）．   

染色体数と地理的分布との関連性という解析方法が合理的かどうかについては，今後の研究課  

題と考えられよう．しかし，MusserandCarleton（1993）はこのZagorodnyuk（1990，1991）の  

アイデアを高く評価し，その成果を取り入れて分類を再編した．Musser andCarleton（1993）  

では分類の様式や学名が一つの仮説であるという見解をあらわしているように思われる．  

図8・A：ハタネズミ亜科数種のユーラシア大陸における地理的分布の重なり．B：染色体数2nの「等  

染色体数線図」（Zagorodnyuk，1990，1991）．   
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表1．ヨーロッパにおけるハタネズミ亜科の染色体数（2n）の緯度別の平均値と種数（Zagorodnyuk，1991）．   

1区画当たりの   

平均  平均  

2n数  種数  

2n  の  種  数  緯 度  

3032343638404244464850525456586062 計  
（区画数）  

65－70つ  

（5）  

60－650  

（7）  

55－600  

（8）  

50－550  

（9）  

45－500  

（9）  

40－450  

（10）  

35－400  

（6）  

37．5   2．4  

41．7   3．3  

43．6   3．8  

43．6   4．7  

47．5   4．7  

50．6   5．3  

50．8   4．7   

4 0 0 5 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 12  

4 0 0 7 0 0 0 0 4 0 6 2 0 0 0 0 0 23  

4 0 0 8 0 0 0 0 5 0 6 4 3 0 0 0 0 30  

7 1 0 9 0 0 0 0 8 0 7 8 3 0 0 0 0 42  

0 0 0 7 0 2 0 0 7 3 6 8 6 0 0 0 2 42  

0 0 0 5 0 3 0 1 5 1 2 528 0 0 0 3 53  

0 0 0 3 0 2 0 11 0 0 316 0 0 0 2 28  

最後に，分布を大縮尺的（焦点距離を短くする）にみることによって，新たな研究課題が生ま  

れることを述べる．例えば，北四国の平野部には島状の山塊がみられ，これらの山塊には現在は  

アカネズミ4夕0ゐ椚猥頭gcわs〝Sが生息している（金子，1992）．都市化にともなう宅地化によっ  

て，これらの山塊はしだいに孤立化していくことが予想される．するとアカネズミが遺伝的にど  

のように変化していくのかというテーマを考えることができる．現在のアカネズミの分布は連続  

しているので，この状態でのデータを取っておけば，山塊が周辺の農地や林から分断され，アカ  

ネズミの集団が孤立化した場合に遺伝的な組成がどのように変化するのか，またそれと形態や行  

動との関係などを研究テ⊥マにできると考えられる．今のうちにデータを取らないと，孤立化す  

る前との比較ができず，変化がわかラ繋い・種の分化の問題のように，時間がファクタ一になる  

仕事には，時間をかけた研究を必要とする．  

ハタネズミ亜科とネ塊ミ重科のいくつかの属の地理的分布   

ここでは，小縮尺的（焦点距離を長くする）な地理的分布からどのような種分化のテーマが生  

まれるを考えたい．そこで，いままでにわかっているハタネズミ亜科内の，いくつかの属の地理  

的分布から，その分布パターンを検討する（Abe，1971；Corbet，1978；GemmekeandNietham－  
1  

mer，1982；Kaneko，1990，1992，未発表；MartensandNiethermmer，1972；Musseretal．，  

1996；Niethermmer，1969，1970；Ognev，1950による）．   

第一にハタネズミ亜科全体の地理的分布から始める（図9；CarletonandMusser，1984）・亜  

科全体では温帯から寒帯が基本的な地理的分布であり，低緯度地方では高標高の温帯域に出現し  

ている．新大陸と旧大陸間においてこの亜科の分布南限は異なり，新大陸の方がより南にまで分   
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図9．ハタネズミ亜科における3属の地理的分布．A：ヤチネズミ属（CJβ≠ゐγわ乃0ブナり岱），B：ビロードネズ  

ミ属（EothenonvJS），およびC：ハタネズミ属（MicnhiS）．CarletonandMusser（1984）によるハタネ  
ズミ亜科の地理的分布にそれぞれの属の分布を重ねた．ただし，ビロードネズミ属の地理的分布によって  

（金子，未発表），ハタネズミ亜科のユーラシア大陸南部における分布の南限は少し南（約北緯15度）に下  

がる．   
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布している．すなわち，新大陸ではメキシコハタネズミ〟グcプ℃如s∽αブcα柁〟S，カグハタネズミ〝．  

〟∽∂γOS〟S，オアカハタネズミ〝．0α描Ce乃5ゐ，およびグアテマラハタネズミ〟．g〟α由研α／g搾Sねが  

分布の南限に棲み，それは北緯15度であった．しかし，旧大陸では北緯22．5度付近が分布の南  

限とする図が示されている．ところが後述するように，今回の筆者の研究によってビロードネズ  

ミ類が旧大陸のインドシナ半島の高標高地帯に分布することがわかり，その南限は北緯18度近く  

となったので従来よりも南下した（図9－B）．この間題は氷期におけるハタネズミ重科の分布の変  

遷を考える際に興味あるテーマであると考えられる．   

第二に，ヤチネズミ属CJgfゐわ0死0叩Sの地理的分布を示す（図9－A）．この属は旧大陸と新大陸  

の両方に分布している．ヒメヤチネズミC．和才グ払を除いた，アジアにおけるヤチネズミ属では  

（図10），タイリクヤチネズミC．γ呪わcα乃〟SやヨーロッパヤチネズミC．gわ柁0／祝Sは東西方向に帯  

状に広く分布している．それらの分布とは離れた南の地点に，テェンシャンヤチネズミC．  

ce現わⅥJゐ（＝カⅥおγ）やムクゲネズミC．プ鷲∬のような狭い分布域をもつ種が分布する．   

第三に，ヤチネズミ属に近縁で，臼歯に歯根が一生形成されないビロードネズミ属且ofゐg邦0ク叩5  

とコウザンネズミ属A措co由では（図11），それらの地理的分布がアジア大陸に限られ，東側にビ  

ロードネズミ属が，西側にコウザンネズミ属がチベット高原をとり囲むようにして南北方向に分  

布していることがわかる．したがって，氷期と問氷期に分布の拡大や縮小がおこなわれたものと  

考えられる．   

ところで，ビロードネズミ属の種分化はインドシナ半島から中国および朝鮮半島にかけてみら  

図10．ヤチネズミ属（CJe才ゐわ0乃0ク町S）の地理的分布（金子，原図）．ヒメヤチネズミC．相方gg〝Sは除かれ  

ている．●（C．ク閻）と㊥（C．ク頑cα乃〝S）は筆者が直接調査した標本の採集地．   
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図11．ビロードネズミ属（＆政綱抑耶）とコウザンネズミ属（A眈0わ）の地理的分布．北緯102104度・  
東経23－30度に分布するシナビロードネズミ且c如離職滋，クロミミビロードネズミE．0〟わγ，ワードビ  

ロードネズミ且」肌〝威，タカネビロードネズミ且♪相成わγ，およびチビアシビロードネズミ且c〟5わ5の  

位置は狭いので図中には示していない．ビロードネズミ且研e血乃耶ねγとウンナンビロードネズミ且  
明言Jgね搭の分布地点は筆者の未発表調査にもとづく．   

れる．また，それらの地理的分布は異所的ではなく，一部同所的な様相を示し分布が重なりなが  

ら南北に広がっている．とくに中国の雲南省と四川省での種分化は顕著である．筆者は，現在と  

くに中国南部からヴェトナム，ビルマ，タイ，およびインドに分布するこの属の分類をしている  

が，この属の南限はCarletonandMusser（1984）よりも南の高標高に位置することが博物館標  

本の最近の調査でわかった．この分布の南限はアジアのハタネズミ属のそれよりもさらに南方で  

あるが，新大陸におけるハタネズミ属の分布の南限（高標高）にほぼ等しい緯度である．   

第四に，コウザンネズミ属の分渠はユキミヤマネズミA眈ogαge∽∽ブ乃∽を含めてまだ完成さ  

れていないので，地理的分布も確定したものではない（図11）．Corbet（1978）によると，ユキミ  

ヤマネズミはビロードネズミ属に位置づけられる．全体としてヒマラヤ山脈からチベット高原の  

西部の山脈の摺曲にそうような地理的分布である．興味深いことに，ブラマプトラ川をはさんで  

東がビロードネズミ属であり，西がコウザンネズミ属である．この川はチベット高原からヒマラ  

ヤ山脈を横断してベンガル湾に注いでおり，起源が古いと考えられる．この川が両属の地理的な  

隔離になんらかの影響を与えているのであろう．   

第五に，45－60種いるハタネズミ属〟才c和おのうち，キクハタネズミ肱曙柁ざ払を除いたアジ   
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アのハタネズミ属の地理的分布を検討する（図12）．ハタネズミ属の地理的分布はほぼハタネズミ  

亜科と同一である（図9－C）．地理的分布のパターンは東西に帯状である．アイルランドや北海道・  

四国のように分布の東端と西端の島ではハタネズミ属が生息しない島がみられる．また，旧大陸  

のほうが新大陸に比べ分布の南限が北にある．旧大陸における南方の地域はビロードネズミ属に  

よって占められたようにみえる．   

ツンドラハタネズミ〟ブc和知s ogco紹0∽〟Sはツァイダム盆地を囲む山脈の地域で不連続な分布  

を示し，他の地域から取り残されたようになっている．このネズミは日本には現在分布していな  

いが，最終氷期には本州，九州，および宮古島にも分布していたので（Kawamura，1988；Kaneko  

andHasegawa，1995），氷期には現在よりももっと南に分布をもっていたと考えられる．また，  

最終氷期のヨーロッパにおいてはこのネズミの分布南限はアルプス山脈であったが，オランダや  

ハンガリーには遺存個体群がみられる（Chaline，1987）．   

なお，旧大陸におけるハタネズミ属の分布南限付近において，いくつかの種は極端に地理的分  

図12．ハタネズミ属（〟ブc和お）の地理的分布（金子，原図）．キクハタネズミ〟，曙柁5才ゐは除かれてい  
る．ハタネズミ〟．雛踊鹿鮎薇は本州・九州・佐渡および能登島に分布する．ツンドラハタネズミ〟．  

ogco乃0∽〟5（太い実線）の分布の南限はヨーロッパではウクライナからアジアではカザクスタシ北部，モ  

ンゴル北部からアムール川およびスタノポイ山脈である．ホソガオハタネズミ〟．g7聯Jゐ（一点鎖線）は  

南は天山山脈，北はバイカル湖を通る線に分布し，プラントハタネズミ〝．∂和循彪（太い楕円形をした実  
線）はモンゴルを中心に分布し，シャカイハタネズミ〟．socgαgゐ（太い破線）はトルコ・ペルシャから東  

は天山山脈まで分布する．ヨシハタネズミ肱カわゐ（太い破線で囲まれ中が黒）はロシアでは沿海地方・  

バイカル湖東部と南部，中国東北部・揚子江下流部南・黄河オルドス砂漠西部，朝鮮半島に，アムールハ  
タネズミ〟．∽αズわ形0ぴブgczブ（格子）はロシア沿海地方からバイカル湖まで分布する．   
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布域が限定されている．すなわち，クラークハタネズミ〟．cわ戒e才，スーチョワンハタネズミ〟．  

用言〃わg乃5，マサーハタネズミ（新称）〟．∽〝SSeγ才，ベッドフォードハタネズミ〟．∂β（的痛言，およ  

びキクチハタネズミ〟．勿撤机通滋である．   

第六に，マツネズミ属」巧妙クワり5の地理的分布について述べる（図13）．この属は，前述したよう  

にハタネズミ属凡打c和知sに分須されることもある．ヨーロッパから西アジアを経て，前述したブ  

ラマプトラ川を横切って中国の四川省や甘粛省にまで，ハタネズミ属の分布の両線を広く取り囲  

んで東西方向の分布パターンを示す（この東西方向の分布パターンは図の西側であるヨーロッパ  

大陸においてもみられる：Chaline，1987）．ブラマプトラ川をはさんでビロードネズミ属とコウザ  

ンネズミ属の分布が不連続になった現象と比べると，第一の理由としては，この両属とマツネズ  

ミ属は分布拡大の時期を異にしているのかもしれない．第二には，ブラマプトラ川がこれらの属  

のネズミに及ぼす地理的隔離効果が異なるのかもしれない．Chaline（1987）はヨーロッパにおけ  

るこの属の分布と種分化には，氷期が影響していると考えている．なお，中国およびヒマラヤ山  

脈に分布するマツネズミ属の種は1種かそれ以上かなど，分類学上の問題を残している．   

最後に，ネズミ亜科のアカネズミ属4押鹿憫灘のセスジネズミA．曙和露祝Sを除いた地理的分  

布によれば（図14），属全体としてはチベット高原を取り囲むような分布パターンを示している．  

アジアにおける分布をみると，東にはハントウアカネズミA．み用滋は扉郎，クツアカネズミA．  

d用CO，およびオオミミモリアカネズミA」虎矧削朋が分布し，西はモリアカネズミA．即Jぴαオブc〟S  

が北緯20度まで分布している．ヒマラヤアカネズミA．辟戒ゐαは従来の研究ではハントウアカ  

図13．マツネズミ属（乃砂叩S）の地理的分布（金子，原図）．   
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図14．アカネズミ属（4押鹿朋那）の地理的分布（金子，原図）．セスジネズミA．曙和γ才〟Sは除かれてい  

る．日本ではアカネズミA．砂gcわ5〟SとヒメネズミA．α曙β乃ね揖は北海道・本州・九州に，ハントウアカ  

ネズミA．♪β乃g弗5〟わgは北海道にのみ分布する．   

ネズミA．♪β乃g乃S〝わどなどと同じ系統であると考えられているので，ブラマプトラ川を渡って西  

に分布を広げたということになる．なお，アカネズミ属はインドシナ半島から中国や日本でいく  

つかの種に分化しており，この現象は前述したビロードネズミ属に類似している．セスジネズミ  

を除いて3種のアカネズミ属（A．通年Cわs㍑S，A．α曙g乃由〝SおよびA．♪g乃才乃S〝彪β）が分布するのは  
き  

北海道だけである．  l －   

中国大陸のアカネズミの地理的分布（図13）はMusser et al．（1996）の分類学的研究にした  

がって作成した．彼らの種の同定の基準時まだあいまいであり，博物館標本の採集地点の緯度お l  

よび経度化は充分ではない．しかし，彼らが中国における種分化や分布研究を視野に入れている  

ことは明らかである．米国の博物館にはこれらの地域の多数の標本があるので，米国の晴乳類研  

究者たちの仕事が軌道にのれば形態的な研究だけではなく，種々の試みができるであろう．この  

地域は地形が複雑なため，地理的分布を考えるには絶好の場所であると考えられる．日本の小暗  
乳類の起源を考えるにはこの地域は欠くことがセきないので，我々も今後この地域での研究の蓄  
積をしていかなければならないであろう．   

東アジア大陸を鳥撤すると，まず東アジアの東部における中国大陸南部やインドシナ半島から  

朝鮮，および日本までは不連続な山脈と大きな河川や海がみられる．これに対して，チベット高  

原の西側ではほぼ連続した山脈がアフガニスタンから北側にのび，少なくとも沿海地方北部のス   
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タノポイ山脈まで続く．また，アフガニスタンから西へ，イランやトルコの東への山脈状の回廊  

がみつかる．東アジア東部ではビロードネズミ属やアカネズミ属がいくつかの種に分かれなが  

ら，南北方向の分布パターンを示していた．この地域の山脈が不連続であるので，氷期と問氷期  

に分布が南北方向に縮小や拡大を繰り返した場合，種の細分化が生じやすかったと思われる．他  

の晴乳類においても，東西方向や南北方向での地理的分布と東アジア地域の地形との対応が，種  

分化の問題を考えるきっかけを提供してくれると考えられる．  

稿を終えるにあたって，シンポジウムの企画と実行において，発表の機会を与えてくださった  

白石哲前会長に謝意を表する．  
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ABSTRACT  

Classification，geOgraphicaldistributionandspeciationinsomerodentspeciesof  

MuriIlae and Arvicolinae subfamilies  

YukibumiKaneko  

BiologicalLaboratory，FacultyofEducation，KagawaUniversity，Takamatsu760，Japan  

The number ofspeciesin murine and arvicoline rodentslistedin Corbet and Hill（1991）is  

COmpared with the numberlistedinWilson and Reeder（1993），reVealing differences．Historic  

numbersofarvicolinespeciesandgeneraarereviewedirlCOmprehensiveworksfromMiller（1896）to  

Musser and Carleton（1993）．Distribution maps of Clethriono叩S，Eotheno〝り′S，Alticola，Micrt）tuS，  

Pi妙nvLS，andApodemusinAsiaareprovided．ThedistributiohpatternofEotheno〃り′SreSemblesthat  

OfApodemus，bothofwhichprobablymadespeciationsalonglatitudinalisolationofpopulationsin  

southeastern Asia．  

Key words：SpeCiesnumber，genericnumber，geOgraPhy，Arvicolinae；Murinae．  

著者：金子之史，〒760高松市幸町ト1香川大学教育学部生物学教室   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




